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ミズホ株式会社 



本日の内容 

会社概要 

人工股関節ステムについて 

開発製品について 

共同体の構成について 

治験について 
 



人工股関節ステムについて 

開発製品について 

共同体の構成について 

治験について 

 



会社概要 

 会 社 名 ミズホ株式会社 
 

 本  社 東京都文京区本郷 

 五泉工場 新潟県五泉市 

 千葉工場 千葉県佐倉市 （新工場2013年11月～） 

 営業拠点 札幌･仙台･新潟･名古屋･大阪･広島･福岡 

 関連会社 ミズホメディカル㈱ (東京都文京区本郷) 

      ミズホアーバン㈱ (東京都文京区本郷) 

      ㈱瑞穂医科工業燕製作所 (新潟県燕市) 

      瑞穂医科電機㈱ (千葉県松戸市) 

 



会社概要（海外関連会社）   

 Mizuho America  (米国サンフランシスコ市近郊) 

 Mizuho OSI    (米国サンフランシスコ市近郊) 

 Mizuho Thailand  (タイ王国アユタヤ県) 



沿革 
 大正 ８年(1919年) いわしや根本栄吉商店(東京市本郷区)として創業 
 

 昭和１４年(1939年) ㈱根本栄吉商店を設立 
               瑞穂工業㈱を設立、生産に着手 
 

 昭和１９年(1944年) 東京都北区の王子工場を新潟県五泉町に移転 
 

 昭和２６年(1951年) 社名を瑞穂医科工業株式会社と改称 
 

 昭和５９年(1984年) 五泉工場が脳動脈瘤クリップの米国FDA許可取得 
 

 平成１０年(1998年) 本社・五泉工場 ISO9001,ISO13485,EN46001,               
               MDDライセンス取得 
 

 平成１１年(1999年) 五泉新工場(五泉市赤海)完成 
 

 平成１４年(2002年) 米国カリフォルニア州のOSI社を完全子会社化 
 

 平成１９年(2007年) ミズホタイランドを設立 
 

 平成２５年(2013年） 千葉（佐倉市）新工場完成 
 

 平成２６年(2014年） 社名をミズホ株式会社に変更 
 







開発製品について 

共同体の構成について 

治験について 

 



人工股関節ステムについて 
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人工股関節ステムについて 

 1963年 体内埋没用CoCr新合金材料「COP」特許登録（No.406645）       
 

 1969年 ｢ｵｰｽﾁﾝ・ﾑ-ｱ型（臼蓋温存型）人工股関節｣製品化。 
 

 1971年 ｢ＳＯＭ型人工股関節（全置換型）｣製品化。 
 

 1987年 「ウィズセメント人工股関節（ＭＸ－１）」製品化。 
 

 1993年 「ジルコニア製人工骨頭」臨床試験、製品化。 
 

 2000年 「セメントレス人工股関節（ＭＸ－１００）」製品化。 



人工股関節ステムについて 
 国内市場 
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人工股関節ステムについて  
 国内市場 
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共同体の構成について 

治験について 

 



開発製品について 



開発製品について 
 生体安全性 

試験内容 結　　果 判定

細胞毒性試験 無又は非常に弱い ○

感作性試験 無 ○

復帰突然変異試験 陰性 ○

染色体異常試験 陰性 ○

骨内埋植試験
組織損害性はなく
骨伝導性を有する

○



開発製品について 
 生体安全性 



開発製品について 
 製造工程 

 

全工程において「室温加工」を実現 

（熱間鍛造工程が不要）    
 



治験について 

 



共同体の構成について 





治験について 
治験計画の立案 

治験届け提出 

医療機関への治験依頼 

治験審査委員会の実施 

治験開始 



ご清聴ありがとうございました 


